
平成２２年度学校評価表

１ 学校教育目標

（１）感動ある教育を展開し、生徒の夢を実現する学校

（２）スポーツが盛んで、文化の香りのする学校

（３）生徒・保護者・地域住民に信頼され、愛される学校

２ 本年度の重点目標

（１）整容指導、交通指導等に力点をおいた生活指導の充実を図る。

（２）「プロメ・プラン」を効果的に活用し、生徒の進路実現を目指す。

（３）新設高校開設に向けての準備を進める。

Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：「「「「評価項目評価項目評価項目評価項目」」」」等等等等をををを達成達成達成達成できたできたできたできた。。。。

Ｂ：Ｂ：Ｂ：Ｂ：「「「「評価項目評価項目評価項目評価項目」」」」等等等等をまあまあをまあまあをまあまあをまあまあ達成達成達成達成できたできたできたできた。。。。

Ｃ：Ｃ：Ｃ：Ｃ：「「「「評価項目評価項目評価項目評価項目」」」」等等等等をあまりをあまりをあまりをあまり達成達成達成達成できなかったできなかったできなかったできなかった。。。。

Ｄ：Ｄ：Ｄ：Ｄ：「「「「評価項目評価項目評価項目評価項目」」」」等等等等をををを達成達成達成達成できなかったできなかったできなかったできなかった。。。。

３ 自己評価総括表

評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

校訓「至誠・ 豊かな人間関係 学校行事の充 ・体育大会及び ・体育大会等で

進取・礼節」 と明るく楽しい 実 文化祭等の充 生徒の長所を

の精神を具現 学園を築く生徒 実 引き出すこと

化した生徒の づくり いじめ等のな ・定期的な個人 ができ、自信

育成 い教育環境整 面談の実施 につながった

備 ・教育相談体制 と思う。

等の強化 ・プロメプラン

Ｂ 発表会は非常

自己研鑽に励 プロメ・プラ ・課題研究及び に良かった。

み、自らを高め ン（総合的な 小論文学習の 今後もっと多

る生徒づくり 学習の時間） 充実 くの方々に周

の充実 ・プロメプラン 知すべき。

発表会の開催 ・学校行事の精

選及び準備時

間の確保が課

題。

地域の信頼を 地域・保護者と 学校の公開 ・中学生の体験 ・県南地区で定

学校 得る学校づく の連携 入学の実施 員割れをしな

経営 り ・地域及び保護 かった３校の

者への授業の 一つからもわ

公開 かるように、

適切な情報の ・学校ＨＰによ 地域から評価

発信 る速やかな情 が高まってい

報提供 ると思う。

・「南高だより」 ・地域へのボラ

「ざんぼあ」 Ｂ ンティア参加

の発行 は積極的で、

道徳心の育成 清掃の徹底 ・毎学期２回の 地域の信頼獲

大掃除の実施 得に貢献して

・美化コンクー いるが、減少

ルの実施 傾向。

生徒による地 ・地域のボラン ・ＨＰの更新が

域貢献 ティアへの積 頻繁に行わ

極的参加 れ、積極的に

情報公開が行

われていた。



評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

高校の再編整 新校の学校像の 平成２４年度 ・校名案、教育 ・着実に進んで

備 具現化 開校に向けた 理念及び教育 いるが、職員

中期計画に基 目標等の検討 全体をどれだ

づく具体的な ・進学重視型単 け巻き込める

学校 準備 位制による教 かが課題。

経営 育課程の編成 Ｂ ・進捗状況があ

・施設改修の推 まり見えない

進 ので評価でき

ないという意

見も一部見ら

れた。

自学自習ので 宅習時間の増加 家庭学習の充 ・家庭学習の指 ・家庭学習の習

きる生徒の育 実と時間増加 針を示したシ 慣化が課題。

成 ラバスを生徒 ・シラバスの活

への配布 用方法の指導

・週末課題等を が必要。

学力 はじめとする Ｃ ・教務部と進路

向上 学習課題の充 指導部が連携

実 して学習時間

増に向け、課

題の精査や調

整をすべき。

進路目標の実 「わかる授業」 職員の授業力 ・研究授業及び ・生徒による授

現に向けた学 の推進 の向上 公開授業の実 業評価は大変

力の定着 施 参考になった

・生徒による授 Ｂ が、授業力向

業評価の実施 上に如何につ

なげるかを確

認する必要が

ある。

より高い進路 生徒の進学意識 ４年制大学へ ・面談の充実と ・大学進学率が

目標を掲げ、 の改革 の進学者の増 低学年からの 61.1%となり
その実現のた 加 体系的な指導 過去最高値。

め努力する生 ・キャリア教育 ・１～３年まで

徒の育成 の推進 体系的な進路

進路 Ａ 指導がなされ

指導 ていた。

・進路指導部を

中心に緻密な

指導が行われ

いる。

希望する進路 生徒の進路希望 適切な進路指 ・進路検討会等 ・課外や模試等

を実現するた や学力状況等の 導及び知識や の実施 の着実な実施

めの学力等の 的確な把握と指 学力の育成 ・課外・模試の と、小論文及

育成 導 実施 Ｂ び面接指導の

コミュニケー ・小論文及び面 更なる体系化

ション能力等 接等の個別指 が必要。

の育成 導の充実



評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

基本的生活習 身だしなみの大 登下校時、校 ・服装検査の徹 ・服装検査と日

慣の確立 切さの自覚 内での服装頭 底 常の生活指導

髪等の整容 ・職員の共通理 との間にギャ

解の醸成。 ップがある。

メリハリのある 遅刻の防止 ・登校時、裏門 ・服装指導は全

生活 での声かけ Ｃ 職員で意思統

・遅刻者のチェ 一して徹底す

ック ることが必要

である。

・服装検査では

違反生徒が特

生徒 定される傾向

指導 がある。

問題行動やい 明るく楽しい学 いじめ件数ゼ ・個人面談によ ・個人面談週間

じめのない学 級、学年、部活 ロ る生徒理解 を含め、きち

校づくり 動の展開 ・校内アンケー んと計画的に

ト調査の実施 面談が実施さ

・ネット安全教 れていた。

育の充実 Ｂ ・いじめの件数

・認め、誉め、 はほとんどな

励ます教育の かったが、ブ

徹底 ログなどへの

書き込みも多

く、ネット対

策が課題。

交通マナーの 交通ルールを守 二重ロックの ・生徒会交通委 ・継続的な指導

定着 る安全な高校生 推奨 員会による施 により、校内

活 錠呼びかけ での二重ロッ

・無施錠者に対 クの施錠率が

する指導の徹 Ａ 非常に上がっ

底 た。

自転車の無事 ・交通講話、Ｓ

故 ＨＲでの指導

の徹底

推進体制の確 職員研修の充実 校内研修会の ・外部講師によ ・各研修で工夫

立と研修の充 計画的な実施 る職員研修の が見られ、充

実 及び外部研修 実施 実した内容で

人権 会への参加者 ・地域で実施さ Ｂ あった。

教育 増 れる研修会へ ・対外研修への

の推 の積極的な参 参加者が減少

進 加 傾向。

すべての教育 豊かな人権感覚 ＬＨＲ等にお ・校内推進委員 ・計画に従って

活動を通した を身につけた生 ける人権教育 会による内容 きちんと行わ

取組の強化 徒の育成 の充実 の検討 れていたが、

Ｂ 新しい手法を

取り入れた試

みにもチャレ

ンジしてはど

うだろうか。

学校、家庭、 地域の関係機 生徒一人ひと ・入学時提出の ・生徒の状況把

地域社会にお 関、保護者等と りの状況把握 「保護者の気 握の助けとな

ける取組の充 の連携 及び対応 づき」の活用 Ｂ った「保護者

実 の気づき」は

有効だった。



評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

生徒及び職員 健康診断の充実 計画的な健康 ・学校医、歯科 ・近年、家庭環

の心身の健康 と活用 診断の 医との連携 境が大きく変

・安全の保持 実施 ・健康診断後の 化しており、

増進 治療の促進 保護者との連

Ｂ 携が難しいケ

教育相談の充実 相談できる環 ・生徒への教育 ースが増加し

境整備と関係 相談活動の周 てきている。

者が連携した 知 ・職員の健康診

支援 ・職員間での生 断への意識向

徒理解の共有 上が課題。

学校環境・安 学校環境の整備 清掃活動の充 ・毎学期２回の ・美化コンクー

保健 全点検の充実 実 大掃除の実施 ルについて、

管理 ・美化コンクー 日ごろの取組

ルの実施 とリンクする

安全体制づくり 校内施設整備 ・各学期一回の ような評価項

と安全点検の 安全点検の実 目があると良

徹底 施 Ｂ いと思う。

・大掃除の際の

体育服への着

替えの徹底が

必要。

・古紙回収や節

電対策等の取

組は良い。


